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一一倍・昭

昭
和
四
十
四
年
度

決
算
状
況
（
一
般
会
計
）

本
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
昭
和
四
十
　
　
　
三
二
八
、
一
七
七
、
三
六
二
円

六
年
第
一
回
定
例
議
会
で
昭
和
四
十
四
　
　
才
出
合
計

纂
葬
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
三
〇
九
、
九
九
五
、
四
壁
ハ
円

大
要
は
左
記
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
　
才
人
才
出
襲
引
致
会

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
一
八
「
九
二
ハ
円

才
人
合
計

決
算
審
査
慧
貞
義

総
説

1
財
政
の
推
移

昭
和
四
十
四
毎
度
に
於
け
る
本
町
一

般
会
計
決
舞
鶴
は
前
年
に
引
離
き
大
砦

は
な
い
が
、
本
町
の
よ
う
な
小
規
模
の

町
で
か
つ
純
窮
地
稿
と
し
て
現
状
の

焼
政
下
襲
名
の
所
得
の
ヒ
ズ
ミ
ほ
愈

々
顕
著
に
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
時
点
に
於

い
て
特
殊
の
財
源
が
な
く
経
営
経
費
が

比
較
的
比
率
の
高
い
財
政
搬
遇
の
下
に

於
い
て
は
、
今
後
共
一
段
の
効
率
的
予

算
の
執
行
に
留
恋
し
健
全
財
政
の
維
持

に
努
力
す
る
必
要
か
鵜
殿
さ
れ
る
。

2
財
政
運
用
の
綾
滋

財
政
の
都
督
は
金
欝
に
見
て
健
全

で
あ
り
、
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め

る。

④
才
人
の
改
行
は
税
収
入
に
於
て
徴

収
率
は
前
年
と
対
比
す
れ
ば
、
わ
ず

か
な
が
ら
低
下
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
（
九
八
・
九
六
着
）
。

又
未
収
額
が
年
々
累
増
の
き
ざ
し
が

見
え
る
の
で
、
今
後
指
導
監
督
に
努

め
ら
れ
，
ご
と
を
望
む
。

⑪
才
出
に
つ
い
て
は
適
切
な
財
政
計

画
の
下
に
予
算
が
細
成
さ
れ
て
お
り

か
つ
執
行
に
も
充
分
効
率
榛
蔓

ら
れ
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
が
、
予
妬
内
容
轟
的
に
検

対
を
加
え
た
場
合
よ
り
一
層
の
前

頭
が
望
ま
し
い
。

3
決
算
の
適
否

才
人
才
出
帳
簿
及
び
独
語
類
を
照
合

し
て
瀞
蛮
族
証
に
誌
肇
そ
遂
げ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
結
果
計
数
に
誤
り
な
く

叉
、
非
違
は
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
度
稲
作
指
導
に
つ
い
て

遠
賀
地
区
農
業
技
術
員
協
議
会

ー
稲
作
指
謡
の
方
向

1
米
の
恒
常
的
な
過
剰
に
対
処
し
、
生

産
を
篤
裳
に
み
あ
っ
て
緊
急
に
飽
少

す
る
た
め
、
さ
ら
に
今
後
五
ヶ
年
闇

に
わ
た
り
米
の
生
産
閲
軽
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

か
か
る
部
態
を
十
分
考
慮
の
う
え
稲

作
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
良
質
米
の

産
地
育
成
と
安
定
省
力
化
を
藍
本
的

方
向
と
し
て
推
進
す
る
も
の
と
す

る
。
な
お
、
品
質
低
下
を
ま
ね
く
よ

う
な
増
収
技
術
の
導
入
指
導
を
さ
め

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
管

理
が
粗
放
に
な
ら
な
い
よ
う
適
正
な

指
導
を
行
な
う
。

2
本
県
産
米
の
上
位
箋
搬
米
比
率
は
近

年
全
国
最
下
位
の
縁
を
低
迷
し
て
お

り
、
こ
れ
が
改
善
向
上
は
と
く
に
緊

急
か
つ
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
次

項
重
点
接
術
の
藤
橋
的
な
推
進
と
各

纂
署
の
懇
親
向
上
に
つ
と
め
、
本

県
産
米
の
声
価
高
揚
を
は
か
る
。

3
労
働
生
産
磐
向
上
さ
せ
る
た
め
、

機
械
化
作
業
体
系
を
推
進
し
、
と
く

に
、
田
構
殻
に
よ
る
稚
苗
移
植
栽
培

お
よ
び
藩
栽
培
の
本
格
的
な
普
及

推
進
が
必
要
で
あ
る
。

4
以
上
か
ら
四
十
六
毎
度
曝
稲
作
改
蕾

達
成
目
標
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

良
質
品
種
普
及
率
　
八
〇
劣
以
上

上
位
等
級
比
率
（
一
等
－
三
等
）

六
〇
〆
以
上

一
〇
ア
ー
ル
当
り
労
働
時
間

一
8
時
間

l
重
点
堀
端
事
項

1
良
質
米
生
産
按
術
の
普
及

用
良
質
品
種
の
普
及
と
種
子
更
新

地
域
の
気
集
、
土
壌
条
件
等
自
然

的
条
件
に
適
合
し
た
品
質
、
食
味
の

良
好
な
品
謡
へ
の
転
換
を
強
力
に
推

進
し
、
集
団
苗
代
の
設
置
、
集
団
栽

培
の
推
進
等
を
通
じ
て
下
雷
糧
の

普
及
と
撃
更
新
の
向
上
に
つ
と
あ

る。

重
点
麗
品
種

早
生
…
・
日
本
晴
（
山
間
地
詩
）

中
生
…
・
越
商
五
一
号
（
中
山
関

山
ろ
く
地
、
秋
落
せ
き
は
く

地）

晩
年
…
・
レ
イ
ホ
ク
、
ト
ヨ
タ
マ

（
平
坦
肥
沃
壇
、
一
盤
・
現

地）

の
護
蕾
延
の
改
善

発
熱
の
向
上
を
は
か
る
た
め
過
籠

茂
に
な
ら
な
い
よ
う
饗
駕
畳
の
適

正
化
に
つ
と
め
る
。
と
く
に
生
育
中
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後
期
に
お
け
る
根
の
活
力
は
稔
り
の

良
否
、
ひ
い
て
は
ロ
瑞
の
良
否
を
大

き
く
左
右
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
時
期
の
間
断
駆
水
の
実
施
を
は
か

る
と
と
も
に
落
水
期
の
延
長
に
つ
と

める。
㈲
地
力
対
策
お
よ
び
施
肥
の
適
正
化

良
質
米
生
産
を
目
標
に
下
記
疎
項

の
馨
は
か
る
。

イ
土
作
り
の
推
進

遠
鉄
ま
た
は
瑳
カ
ル
の
施
用

稲
わ
ら
の
使
用

口
施
肥
基
準
の
徹
底
と
地
域
別
施

攫
計
の
統
一
推
進

㈲
病
鬼
畜
防
除
の
適
正
化

譲
葉
の
使
用
に
つ
い
て
は
危
殺
害

の
防
止
は
も
と
よ
り
魔
作
物
中
の
農

薬
残
留
防
止
の
世
論
は
一
段
と
欝
ま

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
蒲
書
出

防
除
に
お
い
て
は
嚢
の
安
全
使
用

を
前
提
と
し
て
良
寛
米
の
確
保
と
生

産
性
の
向
上
を
目
標
に
下
記
率
項
を

強
力
に
稚
進
す
る
。

イ
重
点
病
雷
虫
防
除
の
徹
底

口
農
薬
安
全
使
用
の
推
進

ハ
効
率
的
陽
除
の
推
進

二
生
産
嗣
韓
に
と
も
な
う
転
作
物

お
よ
び
休
耕
田
の
適
正
防
除

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
「
昭

和
四
十
六
年
度
遼
費
地
区
水
稲
栽

培
管
掌
襲
撃
を
参
照
の
こ
と

㈲
刈
取
時
期
と
乾
燥
、
関
数
の
適
正

県
産
米
不
詳
の
一
因
と
し
て
、
刈

取
時
期
と
乾
燥
、
閑
睦
の
不
適
正
に

よ
る
も
の
と
が
と
り
わ
け
大
き
い
。

し
た
が
っ
て
、
か
か
る
作
薬
の
適
正

化
が
と
く
に
急
務
で
あ
り
、
下
前
議

項
の
徹
底
を
は
か
る
。

イ
適
期
刈
取
り

稲
作
格
報
に
よ
る
適
期
刈
取
り

の
励
行

口
脱
穀

胴
剖
米
防
止
の
た
め
適
正
回
転

数
の
励
行
と
収
納
謡
の
早
期
脱

穀
、
産
米
籍
統
一
の
た
め
の
被

審
稲
等
の
別
処
理
の
准
進

ハ
乾
燥

仕
上
げ
水
分
の
梗
塞
（
玄
米
）

は
一
四
劣
を
日
額
に
急
激
乾
燥
な

ら
び
に
週
乾
燥
（
一
三
劣
以
下
）

に
な
ら
な
い
よ
う
強
力
に
推
進
。

な
お
、
舵
嬢
機
使
用
前
後
の
籾

水
分
測
定
の
励
行

こ
も
み
す
り

も
み
す
り
前
の
籾
遜
別
の
励
行

と
米
遷
機
の
適
正
使
用
に
よ
り
整

枝
の
向
上

2
労
働
生
産
蛙
の
向
上

の
田
横
擬
に
よ
る
稚
苗
移
櫛
栽
培
お

よ
び
商
播
栽
培
の
普
及

出
来
う
る
限
り
ま
と
ま
っ
た
団
地

に
集
団
的
に
導
入
し
本
格
的
．
想
い
及

推
進
を
は
か
る
。
な
お
、
導
入
に
あ

た
っ
て
は
適
地
の
条
件
を
十
分
考
慮

し
て
推
進
す
る
。

㈲
横
磯
化
一
国
作
業
体
系
の
推
進

田
柄
棲
、
直
播
お
よ
び
収
穫
作
業

機
の
導
入
利
用
と
あ
わ
せ
て
一
質
し

た
機
械
化
作
業
体
系
を
推
進
し
労
働

生
産
性
の
向
上
を
は
か
る
。

語

4
月
S
H
 
m
時
～
Ⅱ
時
4
0
分

虫
生
津
公
民
館

1
3
時
5
0
分
～
⊥
5
時
5
0
分

浅
木
小
学
梗

4
月
6
日
　
ュ
0
時
～
n
時
0
0
分

島
門
小
学
校

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
蝿
硬
公
民
館

4
月
1
日
　
⊥
0
時
～
⊥
4
時

役
場
横
公
民
館

手
数
料

0
登
録
手
数
料
　
三
〇
〇
四

〇
注
射
手
数
料
　
二
8
円

国
民
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
更
新

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
保
険
証
は
三

月
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
四
月
一
日
か
ら
今
の
ま
ま
の
保
険

証
で
は
医
療
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
左
記
日
時
及
び
場
所
に
お
い
て
、

現
在
の
保
険
証
を
持
参
し
て
有
効
期
限

の
更
新
を
し
て
下
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
選
挙
時
登
録
者
書
面
の
縦
覧

醗
〓
朗
読
で
欝
馨
鞋
繋

県
知
密
、

五
日
間

あ
な
た
は
も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か
？
・

心
身
賠
害
者
の
た
め
の
愛
の
扶
養
保
険

五
日
間

遠
賀
町
選
挙
管
理
姿
見
会
郵
務
局

※
選
挙
時
登
録
者
と
は

選
挙
の
種
類
　
　
　
住
　
所
　
要
件
　
　
　
　
　
年
令
　
襲
件

籍
繋
讃
諾
璽
護
華
麗

鐸
認
讃
翳
簑
態
鷲
務

ま
れ
た
者

春
季
畜
犬
登
録
及
び
狂
犬
病

予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い
て

狂
犬
病
予
防
法
に
韮
づ
き
、
次
の
日
　
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
番
犬
所
有
者

軽
に
よ
り
高
犬
猿
録
及
び
狂
犬
靖
予
防
　
は
洩
れ
な
く
愛
け
て
下
さ
い
。

◇
す
で
に
と
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
陣
聾
者
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

が
月
々
償
か
な
掛
金
を
積
み
立
て
て

い
く
と
、
万
一
の
と
き
、
後
に
の
こ

さ
れ
る
障
害
児
（
者
）
に
、
生
活
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
一
生
涯
毎
月
二

万
円
の
保
険
金
を
お
送
り
す
る
「
心

身
陣
聾
者
扶
韮
共
済
御
慶
」
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
こ
れ
は
、
生
命
榛
険
業
界
の
協
力
に

よ
っ
て
生
命
保
険
を
有
利
な
形
で
利

用
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
柴
薯

を
扶
悲
す
る
方
々
が
助
け
合
い
の
櫛

神
で
掛
金
を
出
し
合
い
、
万
一
不
幸

に
し
て
挟
婆
者
に
先
立
た
れ
た
随
智

者
の
霊
窒
守
る
た
め
の
経
済
的
保

障
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す。

◇
こ
の
勧
踵
は
、
基
本
が
生
命
保
険
で

あ
り
安
い
訟
金
で
高
い
保
険
金
を
出

す
関
係
上
、
死
亡
率
が
次
第
に
寵
く

な
る
四
十
五
歳
以
上
の
方
は
原
則
と

し
て
加
入
で
き
ま
せ
ん
が
、
制
度
の

P
・
R
を
か
ね
た
サ
ー
ビ
ス
期
間
と

し
て
、
こ
の
倒
産
が
始
ま
っ
て
か
ら

一
年
以
内
に
限
り
、
四
十
玉
顔
以
上

六
十
五
歳
未
済
の
方
々
が
一
定
の
条

件
で
加
入
で
き
ま
す
。

◇
こ
の
年
齢
の
方
で
、
心
身
に
寵
い
障

害
の
あ
る
人
を
接
餐
さ
れ
て
い
る
方

は
、
至
急
、
役
域
窓
口
社
会
係
で
翻

度
の
内
容
を
お
た
し
か
め
の
う
え
、

ご
希
聖
が
あ
れ
ば
、
申
込
み
の
手
続

き
を
と
っ
て
下
さ
い
。
昭
和
四
十
六

年
四
月
か
ら
ほ
加
入
す
る
資
格
が
な

く
な
り
ま
す
。
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3月のこよみ

第128号

料金月 �宙諾使用料 （基本額） �市外簡報科 �お支払い 期　日 �儲　　考 

5 �4月1日 �3月11日 �6月10日 �4－5月分 －5月31日 �－5月10日 

7 �6月1日 �5月11日 �8月10日 �6－7月分 －7月31日 �－7月10日 

9 �8月1日 �7月11日 �10月10日 �8－9月分 －9月30日 �－9月10日 

11 �10月1日 �9月11日 �12月10日 �10－11月分 12－1月分 －11月30日 �一11月10日 

1 � �11月11日 －1月10日 �2月10日 

3 �2月1日 �1月11日 �4月10日 �2－3月分 3月31日 �－3月10日 

1日　全国緑化運動

始まる
〃∴緑の羽棲募金

始まる

3日∴桃の節句、耳

の日

6日　皇后誕生日

7日　消防記念日
〃∴番の火災予防

週間始まる
8日　国際婦人デー

18日　彼岸の入り

21日　春分の日

〃　家産の臼

24日　彼岸明け

25日　砥気記念日

31日　会計年度、

学年終り

町民　の　動き

がんお報町

歩
行
者
、
自
転
車
の

交
通
事
故
防
止

昭
和
四
十
五
年
中
に
県
下
で
発
生
し

た
交
通
聖
教
は
、
発
生
件
数
三
七
、
五

七
八
件
（
前
年
比
二
〇
・
〇
％
）
死

者
五
九
七
人
（
ク
十
五
・
一
劣
）
傷
者

五
〇
、
五
七
八
人
（
ク
二
〇
・
人
形

）
と
な
っ
て
お
り
、
県
民
七
九
人
に
一

人
が
怪
我
を
し
、
六
、
七
三
三
人
に
一

人
が
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
。

1
　
歩
行
者
の
変
通
ル
ー
ル

の
　
正
し
い
轢
断
の
励
行

歩
行
者
秘
技
の
約
七
割
は
、
退
路

姦
断
中
の
も
の
で
あ
る
。
安
全

な
横
断
の
た
め
に
ル
ー
ル
を
守
ろ

う。
㈲
酒
に
酔
っ
て
道
路
を
ふ
ら
つ
か

ない。

㈲
　
右
側
通
行
を
励
行
す
る
。

2
　
日
聾
の
交
通
ル
ー
ル

○
　
通
路
の
左
端
若
続
に
一
列
に
な

っ
て
通
行
し
、
横
に
並
は
な
い
。

○
　
片
手
運
転
は
し
な
い
。

○
　
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
し
な

盗
犯
の
防
止

あ
き
染
猿
善
の
防
止

交
通
事
故
、
防
犯
防
止
に

協
力
し
ま
し
ょ
う

㈲
∴
施
錠
設
備
の
改
善

一
つ
の
と
び
ら
に
二
つ
の
施
錠
ク

こ
れ
は
現
代
防
犯
の
常
識
で
あ

る。
㈲
　
確
実
な
戸
締
り
の
励
行

立
派
な
防
犯
設
備
が
あ
っ
て
も
、

こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
宝
の
持

ち
ぐ
さ
れ
で
あ
る
。

㈲
∴
声
か
け
の
推
進

ド
ロ
ボ
ウ
の
泣
き
と
こ
ろ
は
人
の

瞳
箱
の
目
で
あ
る
。

猟
銃
、
空
気
銃
の

許
　
可
　
更
　
新

．
四
十
年
の
許
可
銃
砲
四
月
更
新
忘

れ
ず
に
◆

猟
銃
、
空
気
銃
の
所
轄
者
は
、
五
年

ご
と
に
許
可
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば

許
可
の
効
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

ている。
昭
和
四
十
年
に
所
持
許
可
を
受
け
た

人
は
、
今
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
更
新

を
受
け
な
い
と
そ
の
許
可
が
失
効
し
、

そ
の
後
は
不
法
所
持
と
し
て
処
罰
さ
れ

ます。く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
派
出
所
、

駐
在
所
へ
。
　
　
　
折
尾
馨

3
月
2
8
日
（
日
曜
日
）
は
献
血
日

皆
様
の
家
族
の
万
で
輸
血
を
す
る
人
が
出
来
た
ら
ど
う

し
ま
す
。
大
変
だ
。

そ
の
時
に
楯
え
で
お
父
さ
ん
兄
弟
姉
妹
の
高
校
生
も
皆

ん
な
で
献
血
で
血
液
を
預
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

農
集
電
話
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

菜
蕎
報
賞
酷
の
ご
利
用
に
つ
い
て

格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
連
語
料
金
の
お
安
払
い
に
つ

い
て
、
地
域
染
田
自
助
館
話
加
入
者
お

よ
び
鐙
話
料
金
収
納
機
関
の
一
部
か
ら

の
襲
塾
も
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

分
か
ら
、
次
の
と
お
り
後
払
い
に
よ
り

二
ケ
月
に
一
回
の
隔
月
公
社
諦
求
特
の

発
行
に
よ
り
、
い
た
だ
く
こ
と
に
、
い

た
し
ま
し
た
の
で
こ
了
承
の
う
え
、
ご

協
力
の
ほ
と
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
銀
行
な
ど
へ
預
金
口
座
を
お

持
ち
の
方
で
、
自
動
払
い
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
「
い
な

が
ら
に
し
て
お
支
払
い
の
で
き
る
」
便

利
な
秘
話
料
金
の
銀
行
口
座
竃
制
度

の
こ
利
用
を
お
す
ず
め
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
は
当
局
ま
た
は
銀
行
、
信
用

金
庫
、
座
薬
惣
同
組
合
な
ど
の
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。折

尾
宙
報
屯
話
局
長

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

入

寮
障
重
合
更
生
援
護
施
設
で
入
所

者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
費
用
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
は
、
役
場
社
会
係
に
相
談
く

だ
さ
い
。

○
県
後
保
護
指
導
所

新
注
地
　
相
尾
部
宇
美
町
炭
焼

対
象
者
∴
滴
十
八
才
以
上
の
呼
吸
等

内
部
臨
書
者
で
病
気
が
治

り
つ
つ
あ
る
人

所
　
者
　
募
　
集

職
業
指
導
科
目
　
笹
気
科
、
プ
リ
ン

ト
科
、
洋
裁
科

受
　
付
　
常
時

○
県
ろ
う
め
工
芸
会
会
心
寮

所
在
地
∴
福
岡
市
一
本
松
町
一
8

対
馨
　
ろ
う
あ
児

戯
発
訓
練
科
国
縫
工
科
、
木
工
科

受
付
　
常
時
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〔基礎控除額〕

相続税……遺産総額について

400万十（80万円×法定相続人の数）

贈与税・・贈与を受けた人1人について

40万円

〔税　　　率〕

相続税……最低60万円以下…………10％

最高1億5千万円通・・70％

贈与税…‥最低30万円以下・i………10％

最前3千万円盤………‥70％

相続税と贈与程との税負捉韻の比駁 

言続艦だは醐訂500嘉 ���1，000万円 �2）000万車0竺 
‾‾‾義元TT 　i ��納∴∴め∴∴∴る　　税　　額 

‾★∴∴言∴∴∴ �i∵一 �千千　千千　千旦 ���千円 4，66 

FTTT司10・鰯上97 

要と子1人 �‾Ti203日・可　8・12 
車卓説 �国　中　8∃＿竺 
相続税 �ーi車　中　胸 

賦与税 �椛十6ヰ　7，鯛十8，79 

1．頼統説は、財産をそれぞれ法定相続分により相接したものとし、被 

相続人と妻との婚姻鯛岡は鎧摩以上、子はすべて成年に達しているも 

のとして計算しました。頭の税額は配偶者の税額控除額を整除してお 

ります。 

2．駁卓説は、財I壁をそれぞれ相続説と闘じように、法定相続分の割合 

によって賦与を受けたものとし、その贈与者からその年の前年および 

前々年において賦与を受け棚オ産がないものとして計舞しました。 

また、属性用不動産をもらった場合の賦与説の配偶者整除は適属し 

ないで計算しました。 

がんお郭町

贈
　
与
　
税
　
の
　
あ

贈
与
説
は
な
ぜ

設
け
ら
れ
て
い
る
の
か

相
続
や
遺
贈
（
遺
言
で
財
轟
を
与
え

る
こ
と
）
に
よ
っ
て
、
遺
産
を
も
ら
っ

た
人
に
は
相
襲
硯
が
か
か
り
ま
す
が
、

生
前
に
贈
与
が
行
な
わ
れ
ま
す
と
、
そ

れ
だ
け
相
続
財
産
が
少
な
く
な
り
相
続

税
が
少
な
く
て
す
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
生
前
に
贈
与
を
受
け

た
人
と
贈
与
を
受
け
な
か
っ
た
人
と
の

問
に
は
、
説
金
の
面
で
不
公
平
が
生
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
生
前
に
贈
与
が
行
な
わ
れ
た

場
合
に
は
、
贈
与
税
が
か
か
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

贈
与
税
は
、
こ
の
よ
う
な
目
的
で
授

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
相
鶏
の
補

完
説
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
財
産
の
贈
与
を
受
け
ま

す
と
、
そ
の
分
だ
け
資
力
が
増
加
し
、

税
金
を
負
担
す
る
能
力
（
担
税
力
）
が

生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

贈
与
税
は
、
こ
の
窺
力
に
着
目
し

て
課
税
す
る
税
金
で
も
あ
る
わ
け
で

す。
し
か
し
、
法
人
か
ら
財
産
の
贈
与
を

受
け
た
場
合
は
、
そ
れ
が
贈
与
で
あ
る

に
は
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
人

に
は
相
続
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
贈

与
に
つ
い
て
は
、
贈
与
税
で
は
な
く
一

時
所
得
な
ど
と
し
て
所
得
説
が
か
か
り

ます。

贈
与
税
は
相
続
税
と

、
琵
比
べ
税
負
担
は
ど
う
か

贈
与
税
は
、
相
続
税
の
補
完
税
と
し
　
ま
し
た
が
、
生
前
に
贈
与
を
行
な
う
こ

て
の
役
割
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
　
と
に
よ
り
計
画
的
に
財
産
を
分
数
さ
せ

与
税
と
の
税
負
担
額
の
比
較
を
し
て
み

ま
す
と
、
左
嚢
の
よ
う
に
の
よ
う
に
相

続
税
の
税
負
担
額
の
ほ
う
が
軽
く
な
っ

て
い
ま
す
。

一
般
に
、
財
産
を
生
前
に
蜜
や
子
と

も
な
ど
に
わ
け
る
の
は
、
死
後
に
お
け

る
財
産
の
分
割
や
家
庭
内
の
政
情
な
ど

の
こ
と
を
詩
え
て
行
な
わ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
合
に
は
生
前
に
贈
与

を
行
な
わ
な
く
て
も
、
実
質
的
に
は
贈

与
と
同
じ
効
果
が
あ
る
遺
言
の
制
度

や
、
死
亡
し
た
ら
特
定
の
財
癌
茅
与
え

る
と
い
う
死
因
贈
与
の
方
法
を
利
用
す

る
の
も
一
つ
の
、
方
法
で
あ
る
と
い
え

ます。遺
贈
や
死
因
贈
与
に
よ
っ
た
場
合
に

は
、
贈
与
税
で
は
な
く
相
続
税
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
金
の
負
担
面
か
ら
は
、
な
る
べ
く

贈
与
税
で
な
く
、
相
続
税
の
課
税
を
受

け
る
よ
う
に
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。


